
北海道幌加内町 佐々木 仁美 観光・情報発信

【年 齢】
３７歳

【出身地】
北海道 札幌市

【転出元】
北海道 札幌市

【前 職】
左官職人

【活動時期】
R４.４～

私が幌加内町を知るきっかけになったのは、旧政和小学
校にて１１年前から開催されている「政和アートFes」で
す。私は金属造形作家として作品を展示したり、ワーク
ショップをしてきました。昨年アーティストレジデンスと
して、約２カ月間幌加内町に滞在し、町の豊かな自然を作
品にて表現し展示しました。幌加内町の自然や農業、アー
トの魅力を多くの方に発信したい、幌加内で感じた感動を
与える立場になりたいと思い、協力隊に応募しました。

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Instagram）＠horokanai_2022 ホロカナイに移住しました（協力隊）

現在は、幌加内町観光協会にて勤務をしています。
幌加内町を観光・情報発信の面から支え、特技のアート

も活かし、新たな事業にも積極的に取り組んでいきたいと
考えています。
任期後も幌加内に定住し、継続した取り組みを行いなが

ら、幌加内町を発展させるお手伝いをしていければ幸いで
す。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●観光案内所での観光案内業務
５月から９月にかけて、土日に道の駅にて観光案

内を行いました。案内ブースには「ほろかない
MAP」という大きな地図に、今オススメの観光ス
ポットを写真付きで紹介しました。また、ブースの
天井には、朱鞠内湖のイトウとワカサギのモビール
を制作・展示をしました。

●ほろプラ新聞
幌加内町の魅力を手書きでフリーペーパーとして

配布しました。おそば屋さんMAPや廃線になった深
名線、イトウなどをイラスト付きで紹介し、目を引
く新聞になりました。観光客のほか、町民も興味を
もってくれました。現在は観光協会や役場のホーム
ページで見ることも可能です。

●看板商品の開発
観光庁の事業にて、幌加内町の看板商品の開発に

携わりました。中でも幌加内高校とコラボした「筋
エビせんべいそば」「そばフィナンシェ」は、POP
の制作をし、幌加内町新そば祭りにて販売したとこ
ろ好評でした。現在町内での販売に向けて調整中で
す。
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